
■マイルグランプリ（SII）（過去全 22 回の分析） 
 

※第 1 回（平成 7 年）から第 16 回（平成 22 年）までは 3 月中旬～5 月下旬に実施 

※第 17 回（平成 23 年 3 月 30 日施行予定）は東日本大震災の影響により中止 

※第 18 回（平成 23 年 11 月 2 日施行）からは 10 月下旬～11 月中旬に実施 

※第 8 回（平成 14 年）から第 9 回（平成 15 年）までは大井ダ 1,590ｍで実施 

※記録は平成 29 年 10 月 24 日時点 

 

 

■1 番人気馬はそれなりに堅実 
 

 単勝 1 番人気馬は 9 勝、2 着 2 回、3 着 4 回で、3 着内率が 68.2％となっている。なお、単

勝 2 番人気馬は 6 勝、2 着 2 回、3 着 3 回で、3 着内率が 50.0％、単勝 3 番人気馬は 4 勝、2

着 3 回、3 着 2 回で、3 着内率が 40.9％だった。 

 

 

■9 割近くの回で 3 番人気以内の馬が勝利 
 

 過去 22 回のうち 19 回は、単勝 3 番人気以内の馬が勝利を収めている。なお、単勝 3 番人気

以内の馬によるワンツーフィニッシュ決着は 6 回、単勝 3 番人気以内の馬によるワンツースリ

ーフィニッシュ決着は 3 回あった。 

 

 

■“連覇”を達成したのはコンサートボーイだけ 
 

 マイルグランプリにおいて 2 回以上の優勝経験があるのは、現在のところ第 2 回と第 3 回を

制したコンサートボーイのみである。 

 

 

■優勝馬の大半は 5 歳前後 
 

 馬齢別の勝利数を見ると、3 歳が 0 勝、4 歳が 6 勝、5 歳が 7 勝、6 歳が 6 勝、7 歳が 3 勝だ

った。施行時期の変更により第 18 回から出走条件が「3 歳以上」に変わったものの、まだ 3 歳

の馬は優勝例がない 

 

 

■牝馬と外国産馬は未だ初勝利ならず 
 

 牝馬は第 11 回のプルザトリガー、第 13 回のアウスレーゼ、第 19 回のラインジュエルがそ

れぞれ 2 着となったものの、現在のところ未勝利だ。また、外国産馬も第 9 回のタイキアーサ

ーによる 4 着が最高着順で、優勝例は皆無である。 

 



■11 勝の大井勢を 8 勝の船橋勢が追う 
 

 所属別の勝利数を見ると、浦和所属馬が 1 勝、船橋所属馬が 8 勝、大井所属馬が 11 勝、川崎

所属馬が 2 勝となっており、船橋勢ならびに大井勢が優勢だ。 

 

 

■騎手別の歴代最多勝記録は「4」 
 

 騎手別の勝利数を見ると、石崎隆之騎手と張田京騎手が 4 勝でトップタイだった。なお、的場

文男騎手が 3 勝で単独 3 位につけている。 

 

 

■調教師別の歴代最多勝記録は「2」 
 

 調教師別の勝利数を見ると、岡林光浩調教師、栗田繁調教師、川島正行調教師、高橋三郎調教

師、月岡健二調教師、出川克己調教師の 6 名が 2 勝でトップを分け合っている。 

 

 

■未勝利の馬番は 16 番のみ 
 

 枠番別の勝利数を見ると、5 勝の 4 枠と 6 枠がトップタイ、4 勝の 7 枠が単独 3 位、3 勝の

8 枠が単独 4 位となっている。また、馬番別の勝利数を見ると、3 勝の 10 番が単独トップ。ち

なみに、7 番、8 番、11 番、13 番、15 番が各 2 勝、16 番だけが 0 勝で、残る馬番はいずれも

1 勝ずつだった。 

 

 

＜伊吹雅也＞ 


